
 

 

海賊版に負けない速さと質で翻訳するには 
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現在、漫画は日本という国を代表する文化の一つとなった。私達は、先行研究から日本の漫画

が海賊版から多大な損害を受けていることを知り、自国の文化を守るためにも普段漫画からた

くさんの力をもらっている私達が課題解決に取り組む必要があると感じ、翻訳において重要な

ことをまとめて漫画の英訳を速くすることを考えた。結果として漫画の翻訳を速くするための

ポイントは分かったが、問題解決には至らなかったため、今後その真偽を確かめ、世に伝える

必要がある。 
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Ⅰ．はじめに

 現在、日本の漫画が持つ影響力は凄まじく、

国外においても多数のファンを獲得し、市場の

規模は凄まじいものとなった。しかし、近年、

アニメや漫画、映画などを著作者や出版社、製

作会社などの許可を得ずに複製して、インター

ネット上に公開するサイトである「海賊版サイ

ト」が現れたことによって、その発展が脅かさ

れている。その被害は、2021年だけで少なくと

も一兆円を超えると推計されており、漫画の売

上から見ても、図１のように、大きな海賊版サ

イトの出現と共に伸び率が大きく低下している

ことが分かる。私達はこの問題に対処したいと

考えたが、サイトそのものに対して何かする事

は難しいと考え、読み手側の環境を変えること

にした。おそらく日本人が海賊版を使って読む

理由は、ほとんどが無料で読みたいからである

だろうが、2019年から 2020年に海外で行われ

たアンケートでは、図２のように、半数以上が

「正式版の翻訳がない」「正式版の翻訳が遅

い」と答えていることが分かった。実際に翻訳

版が出るまでのタイムラグを調べると、海外で

も人気のある「ONEPICE」においては、国内で

出版されてから英訳版が出るまでほぼ二年ほど

かかっていることが分かった。このことから、

私達は翻訳にかかる時間を短くする事で、海外

でより多くの人に正式版を読んでもらい海賊版

の与える影響を少なくする事にした。そのため

に、私達は好まれる翻訳方法を調査し、そこか

らテンプレートのようなものをつくることで翻

訳の際にそれに合わせることで翻訳を速くする

ことを考えた。 

 

 

 

図１ 漫画の売上と海賊版サイトの発生 

 

 
 

図２ 注:アンケートは複数選択可だった 

 

 

Ⅱ．研究方法 

海外の読者に好まれる翻訳方法や、翻訳で重視

する点を調査した。 

ⅰ）調査対象について 

今回の調査において調査を効率的に進めるため

調査対象を、漫画において重要なポイントであ

りまた翻訳に時間がかかる必殺技に絞った。 

ⅱ）現在使われている翻訳方法の調査 



 

はじめに、現在の漫画の翻訳がどのように行わ

れているかを調べるため、現在流通している漫

画の英訳版から、必殺技の表記を抜き出し元の

文と比較することで、それがどのように訳され

たのかを、直訳、意訳、ローマ字、といったよ

うに分けた。調査に使用した漫画は、ワンピー

ス、NARUTO、鬼滅の刃、呪術廻戦である。 

ⅲ）自校内におけるアンケート 

海外の方にアンケートをとる前に、日本と外国

での翻訳に対する考えの違いを明らかにするた 

め、自校内の生徒を対象として、もし英訳され

た漫画を読むなら必殺技の英訳にはどのような

ことが重要であるかを調べた。 

ⅳ）翻訳者の方の意見 

京都精華大学で教授を務め、翻訳家としても活

動されている、レイチェル・ソーン氏にお話を

伺った。 

ⅴ）留学生の方へのアンケート 

東北大学国際交流団体 IPLANETに所属してい

る留学生の方に、実際に外国の方にとってどの

ような表記が好ましいのか調べるため、必殺技

の表記で重視する点と好みの表記についてのア

ンケートを行った。 

Ⅲ.探究内容 

次に、先程示した調査の結果を説明する。最初

に、現在使われている翻訳方法は、図３のよう

になった。この表から、現在使われている翻訳

方法は直訳、意訳が主に使われていて、翻訳方

法は一つに絞られていないことがわかった。そ

の次に、校内で行ったアンケートでは、図４の

ようにフォントサイズ、デザイン、語感の良さ

を重視する人が多かった。また、その後に伺っ

たレイチェル・ソーン氏からは語感の良さを重

視するのはいいが、ローマ字表記だと意味が伝

わらないので良くないという言葉を頂いた。 

最後に留学生の方に行った、必殺技の表記で重

視する点、好みの表記についてのアンケートで

は、図５・６のような結果になった。重視する

点については、校内でのアンケートと同じよう

に、フォントサイズ、デザイン、語感の良さを

重視する人が多く、好みの表記については直

訳、意訳ではなくローマ字を好む人がかなり多

い結果となったが、意訳、韻を踏んだ表記を好

む人は二つ合わせるとローマ字とほぼ等しかっ

た。 

 

 

 

 

 

 

図３ 現在使われている翻訳方法 

 
 

 

 

 

図４ 校内のアンケート 

 

 

 

 

図５ 必殺技の表記で重視する点 

 

 

 

 

図６ 好みの表記 



 

 

 

Ⅳ.考察 

ⅰ）好まれる翻訳方法について 

最後のアンケートの結果から、実際に外国の方

に好まれる表記はローマ字であると私達は推測

する。しかし、今回の調査から最終的な結果を

出すことはできない。その根拠は、今回調査対

象としたのは留学生の方のみであり、かなり日

本語と関わる機会が多い方たちであるからだ。

自分から日本にきて学んでいる方たちにとって

好ましいとされる翻訳が、普段日本語との関わ

りが少ない人にとって好ましいとは限らない。

海外に向けて発信するためには、ただ速く翻訳

するのではなく日本語との関わりが少ない方に

もわかりやすく翻訳する必要がある。その点に

おいて、ローマ字は適しているとはいえないだ

ろう。更には、最後に行ったアンケートでは、

意訳と韻を踏んだ表記の二つを足した割合はロ

ーマ字の割合とほぼ同等であった。全体で見た

ときはローマ字の割合が圧倒的に大きいように

見えるが、この二つを好む人もかなり多かった

とわかる。とくに、韻を踏んだ表記は、必殺技

の表記の重視する点としてあげられた語感の良

さというポイントとリンクしていると考えられ

る。今後の調査においては、さらに調査の母数

を大きくし、より外国の方にとって受け入れや

すく、好まれやすい翻訳方法を調べる必要があ

る。 

ⅱ）ローマ字を使った表記について 

今回の調査において、自校内と留学生を対象に

でとったアンケートの両方で、ローマ字で翻訳

するのが良いと答えた人が一番多かった。そこ

で、もしローマ字で翻訳を行うとしたらどのよ

うな表記で行うべきかを考えた。私が考える案

は二つある。一つは、注釈の使用である。意

訳、直訳とは違って、ローマ字は単体では意味

が伝わらないので、意味を補完する注釈が必要

である。その際、注釈は元の必殺技の名称やそ

の技で行う動作をわかりやすく翻訳したものに

なるだろうが、漫画のフキダシ内に入れるか、

余白に入れるかなど、注釈を入れるスペースを

考えないといけない。そのため、注釈を長々と

書くことはできないだろう。二つめは、フォン

トサイズ、デザインの変更である。表記におい

て多数の人が重視すると答えたフォントサイ

ズ、デザインはこれから先、より読み手にとっ

てインパクトがあり、かつ読みやすいものが求

められる。漫画は基本的に白黒であるので、バ

リエーションには限りがあるので、ページ内で

大胆にフキダシを使うなどの工夫が必要だろ

う。以上二つのことを今回示したが、必殺技の

翻訳をすべてローマ字を使った物にするには、

やはりある程度の工夫が必要である。 

Ⅴ.まとめ 

今回の調査では、ローマ字と注釈の使用が一番

好まれる翻訳方法であることがわかった。その

際には考察で述べたような、フォントサイズ、

デザインの変更や、その他様々な工夫が必要で

あるだろう。最初に調査した、現在使われてい

る翻訳方法の表と比較してみると、現在ローマ

字で翻訳されている数は少ないので、今後ロー

マ字と注釈のみに変更するのなら、多少は翻訳

にかかる時間の削減につながるだろう。しかし

実際の成果につなげるには翻訳を行う会社に伝

えることが必要である。その上、今回の調査は

必殺技という一点においてのみでの調査であ

り、他にも様々な要素で翻訳には時間がかかっ

ている。したがって、問題を解決できたという

には程遠い現状であるので、今後は考察で紹介

したようなあらたな調査を進め、企業との話し

合いを行い、漫画という文化を守るために、地

道に探究してゴールへとむかわなければいけな

い。日本の漫画は海を越えてMANGAとなり、

その市場を広げている。情報化が進む現代にお

いて、海賊版の脅威は更に大きなものになるだ

ろう。しかし、国内、国外にいる数えきれない

ファンは、素早い供給さえ行われれば、正規の

ものを読もうとするはずである。翻訳の速度を

上げ、ファンのもとへすぐに届くようになれ

ば、この問題は収束に近づくはずである。 
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